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XMLコンソーシアムセミナー
～ これから始める方、あらためて始める方のために ～
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本日の内容

Web(WWW，World Wide Web)の発展
► ブラウズからユビキタスネットワークまで

► HTMLからXML，Webサービスの導入

XML(Extensible Markup Language)とは
► マーク付けについて

► XML，関連規格などについて

Webサービスとは
► Webサービスの概念，SOAP，WSDL

► サービスの内容，新たなビジネス展開
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Webの発展

1990年代インターネットの登場

► マルチメディアを含むページをオープンでグローバルで無料で閲覧できる

► プラットフォームに依存しない

► 標準として,HTTP, HTML, URL
► ハイパーリンクの実現

インターネットの活用

► 表示だけからビジネスユースへ

► XMLの登場

► HTMLからXHTMLへ

► ブロードバンド化で更に利用形態が拡がる

XMLによるWebサービスの活用

► XML，SOAP，WSDL，UDDI等の標準化技術を駆使

► コンピュータ間の連携

► ダイナミックな連携へと向かう(課題もあり)
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インターネットの登場・普及

World Wide Web
► Webブラウザで，テキストを含むマルチメデイア情報を扱える

► 情報発信から，B2C，B2Bの取引へ

► Webページの記述言語 HTML(Hyper Text Markup Language)

http://www.amazon.co.jp/http://www.xmlconsortium.org/
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Webブラウザでの表示とHTML

HTMLの記述

<html>
<head>
<meta  ・・・ />
<title>タイトル</title>

</head>

<body>
<h1><img ・・・ /></h1>
<h2>Leading ・・・ </h2>

・・・ 中略 ・・・

</body>
</html>

W3Cのホームページ
http://www.w3.org/

タイトルの表示

情報本体の表示

Webブラウザでの表示

画像の表示 タグ
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HTMLタグの例

h1 ヘッダ

table 表全体
ｔｒ 行(row)
th, td 表内セル

ul, ol リスト
li リスト項目

Webページ HTMLのタグ名と意味

HTMLでは，タグの名前

と役割が決まっている

p 段落
em 強調
a ハイパリンク
img 画像



4

6
© XML Consortium

プログラム
(アプレット,
スクリプト,
プラグイン)

プログラム
(CGI，JSP, 
サーブレット,

ASP，PHP等)

CSSWeb
ブラウザ

Webページ表示の仕組み

インターネット

Images
応答(HTML,Images)

配置して

表示

Web
サーバ

Webページ記述
(テキストにマーク

を付けて記述)マルチメディア
を扱える

プラットフォーム
に依存しない

要求(http://www.xxx.co.jp)

HTTP

URL

静的データの表示

種々の
体裁

Web
サーバ

ハイパーリンク
で他のサイトへ

プログラムの

実行

DB

動的にHTML
を生成

フォーム内で
パラメタ指示

HTML
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CSS
Images

HTMLWeb
サーバ

Web
ブラウザ

Webの発展

インターネット

要求(http://www.xxx.co.jp)

応答(HTML,Images)

DB

プログラム
(CGI，JSP, 
サーブレット,

ASP，PHP等)

サーバ側
プログラム

AP
サーバ

動的にHTML，
XMLを生成

クライアント側
プログラム

Ajax (非同期)

応答(XML,Images，非同期)
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Webアプリケーションの連携

情報利用側情報利用側

要求(URL)

応答(HTML)
洗濯機 200000

テレビ 100000

商品名 価格

情報提供側情報提供側

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-1)

Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
Ｐ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-2)

インターネット
人間の
介入

情報利用側

情報提供側情報提供側

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ

Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
Ｐ
サ
ー
バ

業
務
シ
ス
テ
ム

(AP-3)

要
求

(？
)

応
答

(？
)

連
携
ミ
ド
ル

情報提供側情報提供側

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-4)

Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
Ｐ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-5)

連
携
ミ
ド
ル

要
求

(？
)

応
答

(？
)

人間の
介在なし

使いやすい，使えること，
インタフェースの標準化

各APは

データを
持つ

データは，XML
受渡しは，Webサービス
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インターネット

クライアントの多様化

情報利用側情報利用側

要求(URL，?)

応答(HTML，?)

情報提供側情報提供側

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-1)

Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
Ｐ
サ
ー
バ

業務システム
(AP-2)

シン
クライアント

連
携
ミ
ド
ル

使いやすい，使えること，
インタフェースの標準化

Web
ブラウザ

リッチ
クライアント

リッチ
クライアント

Webブラウザ
+プラグイン

(Flash)

固有AP
(VB,Java)

オフィス
ソフト

スマート
クライアント

情報利用側情報利用側

携帯電話 PDA

要
求

(?)

応
答

(?)

タブレット
PC

データは，XML
受渡しは，Webサービス
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ユビキタス社会へ

いつでも
どこでも
誰とでも

ユビキタス
ネットワーク

オフィス

家庭

地域社会
施設

交通

通勤・旅行先

自販機

診療所 薬局

コンビニ商店

冷蔵庫テレビ，AV

風呂

信号機

駐車場

ホテル 映画館，劇場

カーナビ

ドライブスルー

各種情報

事故情報

迂回路案内

業務

スケジュール

渋滞情報

取引先情報

製品，在庫情報

天気予報辞書

終電情報

経路案内

企業情報

学校

レストラン注文，タクシー予約愛知万博実証実験

電車 バス タクシー

レンタカー

空調 戸締り

データは，XML
受渡しは，Webサービス
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開発の容易性，低コスト

求められる基盤技術

機能追加・変更に迅速に対応

他と連携
Z

異なる環境
での利用

他と連携
A

予知不能
な連携先

長期利用・保存
に耐える

ネットワーク
社会

標準化
国際化

予知不能
な機能 ユビキタス

社会データサイズ・効率よりも

使えること。
多くのベンダが

サポート

テキスト

unicode
W3C

共通な
インタフェース

DOM

XQuery

スキーマ
電子署名

XML暗号
SOAP

WSDL

WS-Security

データは，XMLXML
受渡しは，WebWebサービスサービス
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XMLとは

XML 1.0 (Extensible Markup Language)

► W3C(World Wide Web Consortium)で規定する
マーク付けの仕様 (1998-02-10勧告)

http://www.w3.org/TR/2004/REC-xml-20040204/ (1.0 第3版)

http://www.w3.org/TR/2006/PER-xml-20060614   (1.0 第4版 PER)

http://www.w3.org/TR/2006/PER-xml11-20060614  (1.1 PER)

► SGML(ISO/IEC規格)のサブセット

► HTMLに比べて，拡張性がある
－ XML(,SGML)はメタ言語, HTMLは1つの言語

► 簡便性, 拡張性,インターネット利用を考慮

► 関連する規格が多く規定されている

► 多数ベンダが支持し, 安価なツールがある

13
© XML Consortium

マーク付け(markup)とは

標題

著者

概要

本文

段落

強調

中央揃

１２ポ

背景色

明朝体

1行アケ

網掛け

始まり 終わり

領域
領域は無い

作成日

著作権

編集者

その他
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マーク付けの方法

始まり 終わり領域

¥begin{名前} ・・領域内容・・ ¥end{名前} LaTeX

ワープロ????(可読文字では無い)

<名前> ・・・領域内容・・・ </名前> XML

{¥rtf1¥ansi¥ansicpg932¥uc2  ・・・・・・ } RTF

¥title{・・領域内容・・} LaTeX

HTML,SGML
もこの指定法

・・領域 1 内容・・, ・・領域 2 内容・・, ・・領域 3 内容・・, CSV
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各種データ表現形式

品番 品名

a01 鉛筆

単価 数量

200 3
金額

600

品番，品名，単価，数量，金額

a01，鉛筆，200，3，600

b01 消しゴム 50 2 100

b01，消しゴム，50，2，100

a01鉛筆 0200000300600
b01消しゴム 0050000200100

HTMLデータ

CSV形式

固定長フィールド

<注文>
<項目>

<品番>a01</品番>
<品名>鉛筆</品名>
<単価>200</単価>
<数量>3</数量>
<金額>600</金額>

</項目>
<項目>

<品番>b01</品番>
<品名>消しゴム</品名>
<単価>50</単価>
<数量>2</数量>
<金額>100</金額>

</項目>
</注文>

XMLデータ
<table>
<tr>

<td>品番</td>
<td>品名</td>
<td>単価</td>
<td>数量</td>
<td>金額</td>

</tr>
<tr>

<td>a01</td>
<td>鉛筆</td>
<td>200</td>
<td>3</td>
<td>600</td>

</tr>
<tr>

<td>b01</td>
<td>消しゴム</td>
<td>50</td>
<td>2</td>
<td>100</td>

</tr>
</table>

注文伝票

セパレータ方式

タグ方式



9

16
© XML Consortium

データ形式として

<ContactXML
version="1.1"    xmlns="http://www.xmlns.org/2002/ContactXML">

<ContactXMLItem lastModifiedDate="2003-04-01">
<PersonName>

<PersonNameItem xml:lang="ja-JP">
<FullName pronunciation="コバヤシ シゲル">小林 茂</FullName>

</PersonNameItem>
</PersonName>
<Occupation>

<OccupationItem xml:lang="ja-JP">
<OrganizationName>日本ユニシス株式会社</OrganizationName>

</OccupationItem>
</Occupation> XML(ContactXML)

2003-04-01，コバヤシ シゲル，小林 茂，日本ユニシス株式会社，Shigeru.Kobayashi@unisys.co.jp，・・・
CSV

最新日付：2003-04-01
読み：コバヤシ シゲル
姓名：小林 茂

会社：日本ユニシス株式会社
Eメール：Shigeru.Kobayashi@unisys.co.jp
・・・

固有形式

出現順序が重要，利用側で順序を知っ
ていること。サイズは小さい

区切り文字等の形式が固有なで利用者に好都合。
行単位にデータの意味と値を指定

利用者によって要素名，
属性名を定める

マーク付けの方法を定める。
タグ(要素，属性)によって意味，

値が分かる。拡張性あり。
サイズが大きい

カンマで区切る
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プログラムで汎用的に利用しやすいデータ形式の要件

データ形式が標準化され，仕様が公開されていること
► ワープロ等専用ソフトに適したデータ形式は，利用しにくい

－ 未公開，複雑，余分な情報，改定されやすい

► 形式が標準化されていないと，プログラムを作成しにくい

容易に利用でき，利用する環境が豊富なこと

データの変更，利用方法の変更に対応しやすいこと

XMLXML
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XML：マーク付け規則

<商品名> テレビ </商品名> 要素

属性名 属性値

開始タグ 終了タグコンテンツ，内容

<商品名 コード = " XXX-001 "  >テレビ</商品名> 要素

最上位の要素は1つだけ(ルート要素)。コンテンツとして他の要素を含むことが可能

要素，属性の名前に指定できる文字種は限定
1文字目は英字，和字など，下線

2文字目以降は，英数字，和字など，ピリオド，ハイフン，下線，(コロン)
全角英数字，半角カタカナ，中点，スラッシュなどは不可

xｍｌ，XMLなどで始まる名前は不可

コンテンツに指定できる文字種は，ユニコードで規定する範囲
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XMLのマーク各種

領域が無い<名前 />

&#x文字番号; &#x9DD7;

<名前 属性="値"> <img src="・・" />

ユニコード

&実体の名前;
<&lt;

World Wide Web&www;

不等号(より小)

<名前> ・・・</名前> 始まり 終わり領域
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オフィス文書・ビジネス文書の利用

XMLコンソーシアム事務局
XMLコンソーシアム事務局小 林 茂小 林 茂

XMLコンソーシアムエバンジェリスト

小 林 茂
(日本ユニシス株式会社)

E-mail：Shigeru.Kobayashi@unisys.co.jp

XMLコンソーシアム事務局

〒130-0022 東京都墨田区江東橋 2-19-7 富士ソフトABCビル

Tel：03-5600-5205    Fax：03-5600-6431
E-mail：xmlcons@fsi.co.jp http://www.xmlconsortium.org/

用紙上での転記

PC上での切り貼り

プログラムでの利用

人間が見て書き写す場合には，どのような
形式でもOK

人間が文字列を選択して，コピー&ペースト
できるならば，どのような形式でもOK

プログラムで入力側の名前の内容や会社
の内容が分かからなければならない

電子データ

伝票処理プログラム

印刷

表示

取込

用紙

プログラムでの利用に適
したデータ形式が必要
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コード

XXX-001 1テレビ

商品名 数量

伝票

金額

100,000

XMLコンソーシアム事務局小 林 茂

合計 ¥100,000

入れ子構造，木構造，XML表現

伝票

顧客情報 小林茂

売上明細

商品情報

商品

コード XXX-001
名前 テレビ

数量 1
金額 1000000

合計情報 1000000

商品 の繰り返し

<伝票>
<顧客情報>小林茂</顧客情報>
<売上明細>

<商品情報>
<商品>

<コード>XXX-001</コード>
<名前>テレビ</名前>
<数量>1</数量>
<金額>1000000</金額>

</商品>
・・・・・商品の繰り返し・・・・・

</商品情報>
</売上明細>

</伝票>

伝票

顧客情報 売上明細

商品情報

商品

コード 名前 数量 金額

商品 ・・・

合計情報
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XML文書の構造
XMLXML文書文書 (XMLドキュメント)

XML宣言で文字符号化の方式(UTF-8，UTF-16，Shift_JIS)を指定
省略可能。Shift_JISの場合には必須

DTD(文書型定義)は省略可能
ただ1つのルート要素

コンテンツ中に他の要素を指定可能

<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?> XMLXML宣言宣言

<!DOCTYPE  商品情報 [
<!ELEMENT  商品情報 (商品*)>
<!ELEMENT  商品 (＃PCDATA)>
]>

DTDDTD

<商品情報>

</商品情報>

ルート要素ルート要素
<商品>・・・・・・・・・・</商品>
<商品>・・・・・・・・・・</商品>
<商品>・・・・・・・・・・</商品>

子要素子要素

親要素親要素

省略可

省略可

文字コードの指定

名前・構造の定義

具体的なデータを指定
する。ルート要素の中

に入れ子する
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XMLでの情報記述

<?xml version="1.0"?>
<商品情報>
<商品>
<商品名>テレビ</商品名>
<価格>200000</価格>
</商品>
<商品>
<商品名>洗濯機</商品名>
<価格>100000</価格>
</商品>
</商品情報>

•スタイル情報の分離
•データの構造・意味が明確化
•プログラム処理が容易

Webブラウザ
(IE)の

表示機能
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XML情報の可視化

<商品>
<商品名>テレビ</商品名>
<価格>200000</価格>
</商品>

<tr>
<td>商品名</td>
<td>価格</td>

</tr>
<tr>
<td>テレビ</td>
<td>200,000</td>

</tr>

•スタイル情報の付加が必要
•ブラウズする処理系にあわせた
言葉に変換する

XMLから
HTMLへの

変換

Web
ブラウザの
表示機能HTML Webブラウザ

XML

XSLTXSLT で規定で規定

カンマ無し

カンマ有り
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XML情報のデータ処理

<商品>

<商品名>テレビ</商品名>
<価格>200000</価格>
</商品>

データベース

商品名 価格

テレビ 200000
洗濯機 100000

商品テーブル

商品，商品名など
その構造は

利用者が決める
XML(DTD)XML(DTD) を利用を利用

妥当性の
検査が可能

データ型，値の範囲
など

利用者が決めたい

XML SchemaXML Schema
を利用を利用

より詳細な妥当性の
検査が可能
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XML データとして利用

<?xml  version="1.0"?>
<在庫一覧>
<商品>
<商品名>テレビ</商品名>
<在庫数>30</在庫数>

</商品>
<商品>
<商品名>ラジオ</商品名>
<在庫数>25</在庫数>

</商品>
</在庫一覧>

ユーザ
アプリケーション

プログラム
での利用

ユーザ
アプリケーション

プログラム
での利用

DBでの管理

帳票・伝票
として出力

他アプリケーション
プログラムと連携

(利用・編集)

表示
対話処理

入出力

<?xml  version="1.0"?>
<商品情報>
<商品>
<商品名>テレビ</商品名>
<仕様>省略</仕様>

</商品>
</商品情報>

入出力

既存処理
XML処理

処理のし易さ

データの妥当性

他XMLと結合

データの抽出

他XMLへ変換

XMLのI/F化

XML Webサービス名前空間

DOM

XSLT

SOAP

XPath, XQuery

XMLスキーマ

XSL

XHTML

SVG,数式

XQuery

署名

WSDL

XForms

暗号化

27
© XML Consortium

XMLの意義

XMLの特徴を活かし，

システム開発が容易

► 業務システムがより短期間に，低コストで開発できる

異なるシステム間での連携が容易

► 予期しない利用法で，経営情報に活かす可能性を秘めてい
る

Win-Winの関係を達成可能

► 自社にとってのメリットに加え，XMLでのインタフェースを
外部へ提供することにより，Win-Winの関係を達成できる
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Webサービスとは

Webサービスとは，

► Web(インターネット，イントラネット)上で，

► コンピュータ-コンピュータの間で交信し，

► そのインターフェースは，
WSDL(コンピュータ処理可能な形式)で記述され，

► HTTP上でXMLを用いたSOAPメッセージを用い，

► 他のWebサービスと交信するソフトウェアシステム

様々な定義がある。
ここでは一般的な

定義を示す

注目点
► 専用線を利用したネットワークではない。インターネットプロトコルを利用。

► 人-コンピュータ ではない。Webブラウザに表示させるWebアプリケーションによるサービスの
ことではない。

► WSDLによる定義が存在すること。発見可能とまでは要求しない。(UDDIを使用しなくても良い)

► SOAPメッセージを用いる。XMLデータであり，バイナリデータではない。

最近では，SOAPを用いないRESTサービスを指すことも多い

29
© XML Consortium

メッセージプロトコルとして

2者が同じXMLのスキーマ "xxML" を使用していても，

うまく繋がらない。

宛先，出所などメッセージ通信に必要なものは共通にしたい。
そこで封筒を考える。

より高機能なやり取りを行うための基盤を提供する。

requester:
responder:

ｘｘML
で記述

from:
to:

ｘｘML
で記述

from:
to:

ｘｘML
で記述

内容は
同じ!!

接続
不可!!

×

接続!!
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D
課金

UDDIUDDI

異なるプラッ
トフォーム

ビジネス・サービス
情報, 接続情報・・・

メッセージ

SOAP
XML

WSDL

サービス
コンポーネント

登
録

検
索

異なる言語

プログラ
ム連携

ファイアー
ウォール

プログラム

A
企業

B
部門

C
パートナー

•低コスト
•開発生産性が高い
•Web上に分散されたサービス利用

•コアコンピタンスに集中可能
•ブロードバンドで快適に

Webサービスの概念

サービス
の統合

標準の利用
インタフェース

Webサービス

ブラウザ HTML E
ベンダー

F
ベンダー

疎結合

再利用
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SOAP

分散環境での軽量情報交換プロトコル
► プラットフォーム独立な連携のメカニズム

► AアプリケーションのXMLデータを包む封筒として機能

► XMLで記述。枠組みだけを規定(Envelope，Header，Body，Fault)

► W3Cで規定。1.2 勧告(2003-06-24)。
(1.1ノート(2000-05-08)の実装で利用されることが多い)

当初は，Simple Object Access Protocolであったが今は単にSOAP

<env:Envelope
xmlns:env="http://www.w3.org/2003/05/soap-envelope" >

<env:Header>
<t:transaction xmlns:t="some-URI"

env:mustUnderstand="1">5</t:transaction>
</env:Header>
<env:Body
env:encodingStyle="http://www.w3.org/2003/05/soap-encoding" >
<m:getLastTradePrice xmlns:m="Some-URI">

<m:symbol>xxx</m:symbol>
</m:getLastTradePrice>

</env:Body>
</env:Envelope>

ヘッダ情報

アプリケーション
データ

アプリケーションが
処理すべき情報

連携ミドルソフト
が扱うべき情報
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WSDL (Web Services Description Language)

当事者間で合意すべき取引・通信の規約を記述する
言語。XML表記。

► 要求・応答メッセージの形式(型)

► 使用するトランスポートプロトコル

► サービス提供側のURL

WSDLからサービスを処理するためのプログラムのス
ケルトンを生成できる

W3Cで規定。2.0 勧告候補。2006-03-27
(1.1ノート (2001-03-15) の実装で利用されることが多い)

33
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WSDL(1.1)の構造

definition

types

service

port

message

binding

portType 操作の抽象的な操作・入出力セットの定義。

交換用データの抽象的な定義

具体的なプロトコル(SOAP，・・) と対応する操作の定義。
データ形式の仕様 (rpc，document)

XMLスキーマ等を利用しデータ型を定義

サービスの名前

サービスの名前アクセスポイントの指定

論理的な
インタフェース

仕様

実装上の
サービス

仕様
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標準化団体と関連する仕様

W3C (http://www.w3.org/) World Wide Web Consortium

► SOAP，WSDLを規定

► WS-Adressing ： WebサービスやSOAPメッセージのアドレスを決定する

► MTOM ： SOAPメッセージを最適化する仕組みを規定

OASIS (http://www.oasis-open.org/jp/) 
Organization for the Advancement of Structured Information Standards

► XML利用のEビジネスを推進，標準策定する団体。ebXML，UBL，・・・

► UDDI ： Webサービスを発見するための仕組みを規定

► WS-Security (WSS) ： Webサービスでの高度なセキュリティ仕様を規定

► BPEL4WS ：複数のWebサービスを組み合わせてビジネスプロセスを定義する規定

WS-I  (http://www.ws-i.org/)   Web Services Interoperability Organization

► Webサービスについて，相互運用性を確保する

► ベーシックプロファイルを策定(2003-08-24)

－ SOAP 1.1，WSDL 1.1を対象

－ 仕様の不明確な点を補充し，若干拡張あり

－ セキュリティは，HTTPSを推奨

► アタッチメント・プロファイル，シンプルSOAPバインディング・プロファイル

35
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中継者

暗号文

SOAP

利用者

平文

セキュリティに関して
SSLはトランスポート層で暗号化・認証を行う

通信経路上での漏洩／改ざん／なりすましを防止

SSL
SOAP

SSL

中継者

平文

SOAP

提供者

平文

SOAP

利用者

暗号文

SOAP

WS-Security

提供者

暗号文

SOAP

平文 平文
暗号化

提供者の公開
キー使用

復号化
自分の秘密キー

使用

復号は不可

WS-Securityはメッセージ（の一部)を暗号化する

必要に応じて暗号化し，適切な相手に情報を送る

漏洩，改ざん
が可能

SSL利用

WS-Security利用
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セキュリティ

Webサービス構成技術の体系

アプリケーション

リモートポートレット ライセンス メータリング プロビジョニング ・・・・

ワイヤースタック デスクリプションスタック ディスカバリースタック

構文 (XML)

メッセージング(SOAP)

添付 アドレッシング

信頼性

暗号・復号 署名

トランザクション

2フェーズ
(WS-AtomicTransaction)

ロング
(WS-BusinessActivityA)

構造 (XML スキーマ)

サービス，ポリシ記述
(WSDL，WS-Policy)

プロセスフロー
オーケストレーション
(BPEL4WS，WSBPEL)

インスペクション

サービスレジストリ
(UDDI)
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システムをプラグ＆プレイで結ぶ

ホスト 業務Ａ業務Ａ

業務Ｂ業務Ｂ

サーバ

業務C業務C

サーバ

業務１業務１

企業Ａ企業Ａ 企業D企業D

サーバ

業務１業務１

企業C企業C

サーバ

業務１業務１

企業B企業B

ホスト 業務Ａ業務Ａ

業務Ｂ業務Ｂ

サーバ

業務C業務C

サーバ

業務１業務１

企業Ａ企業Ａ 企業D企業D

サーバ

業務１業務１

企業C企業C

サーバ

業務１業務１

企業B企業B

前世代

今世代
～次世代

業務システム
の孤立

事前に接続能力を
確保することが

重要携帯電話 タブレットPC PDAPC

SOAP

XML
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Webサービス利用プロセス

旅行会社 ホールセラー ホテル・旅館お客様

旅行予約

予約要求

在庫増室要求

在庫増室回答予約回答

予約回答 予約通知連絡

予約通知回答

データは，XMLXML
受渡しは，WebWebサービスサービス

BPEL4WS
複数のWebサービスを組み合

わせてプロセスを定義する

予
約
サ
ー
ビ
ス

通知サービス

在庫サービス

SOASOA
Service Oriented ArchitectureService Oriented Architecture
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Webサービス

Web+ブラウザ: コンピュータの人に対するサービス
► コンテンツの閲覧

► コンテンツの登録・検索

► B2Cアプリケーション

Webサービス利用による期待
► 固定的な接続(＝取引関係) →動的な発見、接続

► サービスのJust-In-Timeインテグレーション, 
Plug-and-play e-commerce

► アプリケーション開発パラダイムの大きな変化

► Webサービス(機能)の組み合わせによるアプリケーションの実現

► 部品となるWebサービスを提供するASP

HTML，XML→XHTML

XML，SOAP，WSDL

Web+SOAP: コンピュータ同士のサービスの実現
► 情報や機能の提供

► 情報・機能の登録・検索(UDDI)

► 企業内/企業間(B2B)でのアプリケーション連携
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もう1つのWebサービス

軽量webサービス
►最近のWeb(Web2.0)では，SOAPを利用しないWebサービスも登場

►HTTPのGET，POSTにてURLとパラメタを要求し，XMLを得る方法

►REST（REpresentational State Transfer）ベースのWebサービス又は単に
RESTサービスとも呼ばれる

Amazon.comやGoogle.comが提供するWebサービスには，
SOAPベースもRESTベースのWebサービスもある

開発コスト

規模，複雑さ

RESTベース

SOAPベース

Web2.0部会での議論

高度セキュリティ

高信頼性，更新系

3者以上

SOAPベース

SSL

検索系

2者間

RESTベース
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Webサービスの意義

Webサービスの特徴を活かし，

システム開発が容易
► 業務システムがより短期間に，低コストで開発できる。

異なるシステム間での連携が容易
► 予期しない利用法で，経営情報に活かす可能性を秘めている。

Win-Winの関係を達成可能
► 自社にとってのメリットに加え，外部へWebサービスでのインタフェース

を提供することにより，Win-Winの関係を達成できる。

•XMLとWebサービスとの併用で相乗効果を生む。
•XMLとWebサービスとは，単なる技術基盤。

情報の有効利用，効果的なプロセスは，別途考慮が必要
•SOAを踏まえてプロセス構築への期待が大きい
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ＸＭＬ / Webサービス適用による新たなビジネス展開

インターネット( ビジネス上のネット)

保険・医療情報
戸籍情報等

物流商品
(食品,衣料品等)

金融商品
(株価・市況等)

権利商品
(チケット・旅行等)

デジタル商品
(出版・ソフト等)

XML
Ｗｅｂサービス

適用

新規ビジネスの展開

連携サービス インフラ技術

ミドルソフトAPプロバイダ

オープン

動的

疎結合

標準化

SOASOA
Service Oriented ArchitectureService Oriented Architecture

Web2.0Web2.0
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まとめ

Webの発展
► 単純な閲覧から，複雑な連携

► シンプルクライアントから，リッチクライアントへ

► モバイル・アクセス，ユビキタス・ネットワークへ

情報記述としてのXML
► XMLはデータ記述に関するインフラ

► XMLは目的ではなく，IT技法のひとつ

► XMLは難しくない。既に使われている

システム連携には，Webサービス
► 既に利用可能。ツールは揃っている

► 高度な機能は，これから標準化だが，今本当に必要か

使えるところから始めよう
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付録：参考情報

関連サイト

► W3C 各種規格の公開
http://www.w3.org/TR/

► XMLコンソーシアム
http://www.xmlconsortium.org/

► @IT   XML & SOA (Web Services)

XMLとSOA (Webサービス) を理解し、ビジネスに活用するためのフォーラム

http://www.atmarkit.co.jp/fxml/

書籍
►「リアル Webサービス」

XMLコンソーシアム監修，秀和システム発行，1,600円，2005-04-15


